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ろ
ー
れ
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ろ
ー
れ
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ

研修・学習会などにご利用ください

石川府議との懇談

講師の藤永のぶよさん

万博中止ランチタイムデモ

夢
洲
万
博
・

I
R
カ
ジ
ノ
を

止
め
よ
う
！

　大阪原水協は核兵器禁止条約が発効して３周年の
前日の１月21日に天王寺で宣伝・署名アピール行動
を行いました。「世界で唯一の被爆国である日本政府
に、核兵器禁止条約への署名・批准を求めて行こ
う」と訴え、21筆の署名が寄せられました。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効

「
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効

３
周
年
」天
王
寺
宣
伝　

３
周
年
」天
王
寺
宣
伝　

　１月26日、国民大運動実行委員会は国会開会日宣
伝を淀屋橋で実施。「裏金疑惑の真相究明」「夢洲万
博とカジノ建設を中止して被災者支援優先」「物価
高から国民の生活と中小企業の経営を守れ」とそれ
ぞれの弁士が訴えました。

裏
金
疑
惑
の
幕
引
き
は
許
さ
な
い
！

裏
金
疑
惑
の
幕
引
き
は
許
さ
な
い
！

物
価
高
か
ら
生
活
を
守
れ　
　
　
　

物
価
高
か
ら
生
活
を
守
れ　
　
　
　

最低賃金を1500円以上に最低賃金を1500円以上に
北摂地区協宣伝行動  　　北摂地区協宣伝行動  　　

　１月27日、北摂地区協議会は茨木駅にて「最低賃
金引上げ宣伝」と「組織拡大宣伝」を実施。「労働
組合に入って一緒に声をあげよう」「最低賃金を
1500円以上に引き上げよう」と訴え、ビラを200枚
配布しました。

　２月４日、菅議長が石川県労連に支援カンパを届
けました。対応した長曽事務局長は「被害や被災の
実態の全容がまだつかめていない。今後、労働相談
だけでなく生活相談が重要になるので諸団体と協力
して被災者支援を進めたい。引き続きご支援を」と
被害の深刻さを話されました。

「
能
登
半
島
地
震
」

「
能
登
半
島
地
震
」

被
災
者
支
援　
　

被
災
者
支
援　
　

ノ
よ
り
も
被
災
者
支
援
を
。

ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
強
力

な
交
渉
力
で
、
歴
史
的
な
大

幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
」

と
主
催
者
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

春
闘
で
の
賃
上
げ
に
む
け

た
発
言
で
は
、
郵
政
ユ
ニ
オ

ン
・
小
田
評
議
員
「
ス
ト
ラ

イ
キ
を
背
景
に
、
物
価
高
に

負
け
な
い
賃
上
げ
、
格
差
是

正
、
大
幅
増
員
の
要
求
掲

げ
、
地
域
の
な
か
ま
と
春
闘

を
頑
張
る
」
化
学
一
般
・
茂

越
評
議
員
「
今
春
闘
で
、
物

価
高
を
上
回
る
賃
金
・
人
権

が
守
ら
れ
る
職
場
・
産
別
統

一
行
動
の
強
化
の
３
つ
重
点

課
題
を
掲
げ
る
」
医
労
連
・

廣
田
評
議
員
「
賃
上
げ
す
る

に
は
、
公
定
価
格
の
改
定
が

必
要
、
月
４
万
円
以
上
を
要

求
し
て
産
別
闘
争
を
進
め

る
」
建
交
労
・
坂
口
評
議
員

「
ヤ
マ
ト
運
輸
で
働
く
パ
ー

ト
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
の

で
、
社
前
宣
伝
を
行
う
と
解

雇
撤
回
と
い
う
ケ
ー
ス
あ
っ

た
。
組
織
化
を
め
ざ
す
」

J
M
I
T
U
・
山
田
評
議
員

「
地
域
労
連
と
共
に
、
全
国

一
律
最
賃
や
春
闘
回
答
前
進

を
め
ざ
す
」
福
保
労
・
島
村

評
議
員
「
大
幅
賃
上
げ
、
配

置
基
準
改
善
や
人
員
増
を
要

求
に
掲
げ
、
春
闘
勝
利
に
向

け
て
頑
張
る
」

　

公
務
職
場
で
の
発
言
で

　

１
月
20
日
、
大
阪
労
連
は

「
労
働
者
が
声
を
上
げ　

夢

洲
万
博
・
カ
ジ
ノ
S
T
O
P
！

物
価
高
か
ら
生
活
ま
も
る
大

幅
賃
上
げ
・
底
上
げ
を　

憲

法
い
か
し
、
大
軍
拡
と
増
税

で
は
な
く
社
会
保
障
の
充
実

を
」
の
春
闘
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
、
第
56
回
評
議
員
会
を

中
央
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

菅
議
長
は
「
万
博
・
カ
ジ

７
７
５
社
）
で
は
、『
夢
洲

万
博
に
参
加
・
参
入
し
ま
す

か
』
の
問
い
に
、
89
・
４
％

の
業
者
が
『
興
味
が
な
い
、

行
か
な
い
』
と
の
回
答
結

果
。
そ
の
理
由
と
し
て
『
あ

の
危
な
い
所
（
夢
洲
）
で
や

り
た
く
な
い
』
と
思
っ
て
い

る
と
の
こ
と
」
と
語
り
、
ま

た
、「
夢
洲
は
そ
も
そ
も
ご

み
処
理
場
で
あ
り
有
害
ガ
ス

が
発
生
す
る
。
さ
ら
に
豆
腐

の
よ
う
な
軟
弱
地
盤
の
上
に

建
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
吉

村
知
事
は
『
沈
下
し
ま
せ

地
震
が
発
生
し
、
万
博
の
費

用
や
人
手
・
資
材
を
被
災
地

に
い
か
す
べ
き
と
の
声
が
広

が
っ
て
い
る
。
今
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
万
博

・
カ
ジ
ノ
で
は
な
く
被
災
者

支
援
。
万
博
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

１
月
18
日
、
大
阪
労
連
と

大
阪
革
新
懇
は
「
万
博
中
止

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
御
堂
筋
デ

モ
」
を
実
施
。
雨
の
中
国
際

ビ
ル
か
ら
大
阪
市
役
所
ま
で

「
万
博
よ
り
被
災
者
支
援

最
低
賃
金
法

最
低
賃
金
法
をを
改
正
改
正
し
て
し
て

全
国
一
律
最
賃
制
度

全
国
一
律
最
賃
制
度
をを

実
現
さ
せ
よ
う
！

実
現
さ
せ
よ
う
！

ど
、
府
の
役
割
を
発
揮
し
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
１

月
26
日
に
『
府
民
の
暮
ら
し

を
守
り
、
実
体
経
済
を
し
っ

か
り
確
立
さ
せ
る
た
め
に
舵

を
き
る
べ
き
』
と
、
予
算
要

望
を
行
っ
た
」
と
語
り
、
最

賃
法
改
正
に
賛
同
し
、
府
議

会
で
の
意
見
書
採
択
に
も
努

力
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し

た
。最

低
賃
金
署
名
ス
タ
ー
ト
学
習
会

１
人
５
筆
以
上
の

署
名
を
集
め
よ
う
！

　

２
月
２
日
、
大
阪
労
連
は

「
最
低
賃
金
署
名
ス
タ
ー
ト

学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
竹

信
三
恵
子
さ
ん
を
講
師
に

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
考
え
る

最
賃
引
上
げ
〜
日
本
の
労
働

・
貧
困
問
題
の
死
角
〜
」
に

つ
い
て
学
習
し
、
最
低
賃
金

１
５
０
０
円
の
早
期
実
現
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の

創
設
を
求
め
る
署
名
を
、
１

人
５
筆
以
上
を
目
標
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
て
集
会

を
終
え
ま
し
た
。

　

署
名
を
軸
に
地
域
や
職
場

で
「
最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ

が
必
要
」
の
世
論
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

20242024
春闘春闘でで

は
、
大
教
組
・
堤
評
議
員

「
高
校
つ
ぶ
し
反
対
、
教
員

不
足
解
消
を
掲
げ
、
子
ど
も

の
声
を
聴
け
る
学
校
づ
く
り

を
め
ざ
す
」
自
治
労
連
・
久

保
評
議
員
「
会
計
年
度
任
用

職
員
の
賃
金
労
働
条
件
の
改

善
は
急
務
。
当
事
者
が
声
を

と
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。
社

会
的
に
、
底
を
支
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
、
多

く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
運
動

を
し
て
い
き
た
い
。
情
勢
を

見
て
も
国
会
で
は
裏
金
問
題

や
府
で
は
万
博
問
題
が
あ

り
、
政
治
の
大
掃
除
が
必
要

で
あ
る
。
協
力
し
、
運
動
を

進
め
て
い
こ
う
」
と
語
ら

れ
、
後
日
、
最
賃
法
改
正
に

賛
同
す
る
返
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

１
月
30
日
に
吹
田
労
連

は
、
石
川
た
え
日
本
共
産
党

府
会
議
員
と
の
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。
石
川
議
員
は
「
大

阪
の
経
済
成
長
に
最
賃
引
き

上
げ
な
ど
賃
金
底
上
げ
と
中

小
企
業
支
援
は
欠
か
せ
な

い
。
吉
村
知
事
は
『
企
業
等

に
お
願
い
す
る
』
と
言
う
だ

け
で
、
中
小
企
業
支
援
な

あ
げ
正
規
も
非
正
規
も
一
緒

に
た
た
か
う
」

　

地
域
か
ら
の
発
言
で
は
、

西
淀
川
・
矢
野
評
議
員
「
夢

洲
は
ゴ
ミ
の
最
終
処
分
場
で

あ
り
、
軟
弱
な
地
盤
。
地
域

住
民
の
要
求
を
取
り
上
げ
な

い
維
新
政
治
を
か
え
て
い
く
」

　

１
月
10
日
、
大
阪
労
連

は
、
国
労
大
阪
会
館
で
旗
開

き
学
習
会
を
開
催
。
お
お
さ

か
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

の
藤
永
の
ぶ
よ
さ
ん
を
講
師

に
「
夢
洲
万
博
・
Ｉ
Ｒ
カ
ジ

ノ
を
止
め
る
！
」
を
テ
ー
マ

に
学
習
し
ま
し
た
。

　

藤
永
さ
ん
は
「
年
末
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
全
国
の
建
設
業
者
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答

　

そ
の
他
、
金
融
労
連
・
浦

野
評
議
員
、
非
正
規
労
働
者

部
会
・
池
辺
評
議
員
か
ら
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
国
民
春
闘
方

針
を
確
立
し
、
最
後
に
菅
議

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
評

議
員
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

地
域
と
産
別
が
一
体
と
な

り
、
全
国
一
律
最
賃
制
度
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
最
低
賃

金
法
改
正
に
向
け
た
国
会
議

員
の
地
元
事
務
所
や
府
議
会

議
員
と
の
懇
談
が
各
地
域
で

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

12
月
26
日
、
堺
労
連
は
、

立
憲
民
主
党
の
森
山
浩
行
衆

議
院
議
員
と
懇
談
。
森
山
議

員
は
「
最
低
賃
金
法
の
全
国

一
律
制
へ
の
『
法
改
正
４
つ

の
ポ
イ
ン
ト
』
に
つ
い
て
、

趣
旨
に
賛
同
だ
が
、
党
と
調

整
す
る
。
中
小
企
業
の
財
政

力
が
上
が
る
と
賃
金
も
上
が

る
が
、
現
状
で
は
社
長
た
ち

も
『
最
賃
が
上
が
る
と
大

変
。
人
を
雇
え
な
く
な
る
』

旗開き学習会
＆

万博中止
ランチタイム
御堂筋デモ

大阪労連第56回評議員会

を
」「
税
金
の

無
駄
遣
い
の
万

博
は
中
止
を
」

と
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

い
の
ち
・
暮

ら
し
優
先
の
大

阪
府
政
へ
と
多

く
の
府
民
に
知

ら
せ
、
職
場
や

地
域
で
万
博
中

止
の
署
名
を
軸

に
運
動
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

歴史的歴史的なな大幅賃上げ大幅賃上げをを勝ち取ろう！勝ち取ろう！

ん
』
と
言
う
が
、
実

際
に
は
沈
下
し
て
い

る
。
危
険
極
ま
り
な

い
場
所
」と
強
調
し
、

「
万
博
の
為
と
す
る

公
費
投
入
が
、
カ
ジ

ノ
・
Ｉ
Ｒ
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
関
連
し
増

加
し
続
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
能
登
半
島


